
進している。
都市公園については、バリアフリー法に基づ
く基準等により、高齢者や障害者を含むすべて
の人々が快適に利用できるよう、主要な園路の
段差の解消、車いすでも利用可能な駐車場やト
イレの設置など、公園施設のバリアフリー化を
推進している。また、社会資本整備総合交付金
等の活用によって、誰もが安全で安心して利用
できる都市公園の整備を推進している。

エ　福祉施策との連携
高齢者に配慮したまちづくりを一層効果的に
推進していくため、福祉施策との連携を図りつ
つ、施策を展開している。
大規模な公共賃貸住宅の建替えに際して、社
会福祉施設等の併設を原則化するとともに、公
的賃貸住宅の整備と併せて高齢者の生活を支援
する施設を整備する場合に、国が直接支援して
いるほか、公的賃貸住宅団地等を地域の福祉拠
点として再整備する事業に取り組んでいる。

また、高齢者等が利用する社会福祉施設を中
心市街地等の利用しやすい場所に適正に配置す
るため、市街地再開発事業等において社会福祉
施設等を一体的に整備する場合、助成の上乗せ
を行っている。
農山漁村においては、高齢者の生きがいに資
する農園等の整備を推進した。

（3）交通安全の確保と犯罪、災害等からの保護
ア　交通安全の確保
平成23年中の交通事故死者数のうち、高齢
者の占める割合はほぼ半数となっており、今
後、高齢化が更に進むことを踏まえると、高齢
者の交通安全対策は重点的に取り組むべき課題
である。
高齢者にとって、安全で安心な交通社会の形
成を図るため、平成23年3月に中央交通安全対
策会議で決定した「第9次交通安全基本計画」
（計画期間：23～27年度）等に基づき、①生活
道路等における人優先の安全・安心な歩行空間

図2－3－21 　バリアフリー法に基づく認定実績
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の整備、②参加・体験・実践型の交通安全教
育、③シルバーリーダー（高齢者交通安全指導
員）を対象とした交通安全教育、④高齢運転者
対策等の交通安全対策を実施した。
また、高齢運転者標識の様式の変更につい
て、あらゆる機会を通じて広報啓発に努め、高
齢運転者標識の表示の促進を図った。

イ　犯罪、人権侵害、悪質商法等からの保護
高齢者が犯罪や事故に遭わないよう、交番、
駐在所の警察官を中心に、巡回連絡等を通じて
高齢者宅を訪問し、困りごとや要望、意見等を
把握するとともに、必要に応じて関係機関や親
族への連絡を行ったほか、認知症等によっては
いかいする高齢者を発見、保護する体制づくり
を関係機関等と協力して推進した。
振り込め詐欺については、認知件数は全体と
して僅かに減少したものの、被害額は大幅に増
加している。特に振り込め詐欺の一類型である
オレオレ詐欺については、平成22年以降、認
知件数及び被害額どちらも増加しており、その
被害者の多くが高齢者であることから、オレオ
レ詐欺に重点指向した取締活動を強化するとと
もに、高齢者はもとより、その子や孫世代をも
対象とした複線的な広報啓発活動、関係機関等
と連携した官民一体となった予防活動を推進し
た。また、実際には価値の乏しい未公開株・社
債等の購入を持ちかけて多額の現金を振り込ま
せるなどの手口の詐欺も多発し、多くの高齢者
が被害に遭っていることから、こうした事案に
対する取締活動及び予防活動についても推進し
た。このほか、今回の東日本大震災に絡み、震
災に便乗した詐欺が発生したことから、取締活
動を徹底するとともに、警察庁ウェブサイト等
において注意を呼びかけた。
さらに、高齢者をねらう悪質商法等の取締り

を推進するとともに、口座凍結等の被害拡大防
止対策、悪質商法等からの被害防止に関する広
報・啓発及び悪質商法等に関する相談活動を
行った。
加えて、今後、認知症高齢者や一人暮らし高
齢者が増加していく状況を踏まえ、市民を含め
た後見人等を確保できる体制を整備・強化する
必要があることから、市町村において地域住民
で成年後見に携わろうとする者に対する研修や
後見活動が行われるよう支援したところ。
「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者の支援
に関する法律」に基づき、養介護施設従事者等
による虐待及び養護者による虐待の状況につい
て、22年度に引き続き必要な調査等を実施し、
各都道府県・市町村における虐待の実態・対応
状況の把握に努めるとともに、高齢者に対する
虐待の防止等の取組が推進されるよう必要な支
援を行った。
法務局・地方法務局の常設相談所等におい
て、高齢者の人権相談に応じるとともに、家庭
や高齢者施設等における虐待等、高齢者を被害
者とする人権侵害の疑いのある事案を認知した
場合には、人権侵犯事件として調査を開始し、
その結果、人権侵害の事実が認められた場合に
は、その排除や再発防止のための事案に応じた
適切な措置を講じるなどして、被害の救済及び
人権尊重思想の普及高揚に努める。平成23年
度においても、引き続き高齢者施設等の社会福
祉施設において入所者等及び家族が気軽に相談
できるよう、特設相談所を開設したほか、全国
一斉の「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
強化週間を設け、相談窓口の開設時間を延長す
るとともに、休日も相談に応じるなど、人権相
談体制の強化を図った。
また、高齢者の周りの人々による見守りの強
化の一環として、高齢者団体のほか障害者団
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体・行政機関等を構成員とする「高齢消費者・
障害消費者見守りネットワーク連絡協議会」を
平成23年6月に開催し、①高齢者の消費者トラ
ブル防止のため積極的な情報発信を行うこと、
②各地域で多様な主体が緊密に連携して、高齢
者の消費者トラブル防止に取り組むこと、③地
方消費者行政の充実を、それぞれの地域で働き
かけること、④高齢者自身が消費者トラブル防
止活動に参加する取組を推進すること等を申し
合わせた。

ウ　防災施策の推進
病院、老人ホーム等の災害時要援護者関連施
設を守る土砂災害防止施設の整備、激甚な水
害、土砂災害を受けた場合の再度災害防止等を
引き続き図る。さらに、災害時における高齢者
等災害時要援護者の円滑かつ迅速な避難を確保
するため、「水防法」（昭和24年法律第193号）
及び「土砂災害警戒区域等における土砂災害防
止対策の推進に関する法律」（平成12年法律第
57号）に基づき、浸水想定区域内又は土砂災
害警戒区域内の高齢者等災害時要援護者が利用
する施設への洪水予報等又は土砂災害警戒情報
等の伝達方法を定めることを進めている。ま
た、土砂災害防止対策基本指針に基づき災害時
要援護者の避難支援体制の強化を図るととも
に、「土砂災害警戒避難ガイドライン（平成19
年4月）（国土交通省砂防部）」により市町村の
警戒避難体制の整備が円滑に行えるように引き
続き支援を行っている。
高齢者を中心に増加する住宅火災による死者
数の大幅な低減を図るため、春・秋の全国火災
予防運動を通じて「高齢者等の災害時要援護者
の把握とその安全対策に重点を置いた死者発生
防止対策の推進」等を重点に地域が一体となっ
て、住宅用火災警報器等の設置対策や防炎品の

普及促進を含めた総合的な住宅防火対策を推進
した。
また、自然災害情報や国民保護情報といった
緊急情報を瞬時に住民に伝達するシステム（J
－ALERT）を構築しているが、従来は音声の
みの伝達となっていたことから、高齢者、聴覚
障害者等の災害時要援護者向けに、瞬時に文字
情報で伝達できるようプログラム改修を行っ
た。
また、高齢者が安心して生活を営み、社会参
加することができるよう、火災に対する安全性
を効果的に確保するため、ユニバーサルデザイ
ン等の観点を取り入れた消防用設備・機器等の
導入・普及方策等の検討を進めた。
市町村における災害時要援護者の避難対策の
取組状況についてヒアリングを行い、先進的取
組事例を紹介するなどして、市町村における災
害時要援護者の避難支援対策の取組を促進し
た。また、中央防災会議「災害時の避難に関す
る専門調査会」において、高齢者など災害時要
援護者に対する情報提供のあり方について方向
性を示した。
そのほか、山地災害からの生命の安全を確保
するため、病院、社会福祉施設等の災害時要援
護者関連施設が隣接している山地災害危険地区
等について、治山施設の設置や荒廃した森林の
整備等を計画的に実施した。

エ　東日本大震災への対応
東日本大震災に対応して、厚生労働省では、
被災した高齢者が適切な介護サービスを受けら
れるようにするため、都道府県・関係団体と一
体となって、①被災地以外での施設での受入可
能人数、被災地への介護職員等の派遣可能人数
の情報収集、②被災地での施設受入及び介護職
員等の派遣要請の集約、③両者のマッチングを
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進めた。
また、介護施設等において、①入所者の定員
超過利用を認め、②その際の介護報酬の減額を
行わないこと、③人員・設備・運営基準等につ
いて柔軟な取扱を可能とすることを周知し、近
隣自治体への受入が円滑に進むよう関係自治体
に要請を行った。
平成23年度第1次補正予算においては、被災
した介護施設等の復旧に対する国庫補助率を引
き上げる等、所要の国庫補助を行った。
さらに、平成23年度第3次補正予算におい
て、「介護基盤緊急整備等臨時特例基金」を積
み増し、日常生活圏で医療・介護等のサービス
を一体的・継続的に提供する「地域包括ケア」
の体制を整備するため、被災市町村が策定する
復興支援計画に基づく地域包括ケアの拠点整備
等に対して財政支援を行った。社会福祉施設の
空きスペースなどを福祉避難所として提供する
よう関係各団体に依頼をしている。
あわせて、応急仮設住宅地域において、高齢
者等の安心した日常生活を支えるため、総合相
談、居宅サービス、生活支援サービス、地域交
流などの総合的な機能を有する拠点として「介
護等のサポート拠点」の設置・運営を推進し
た。
さらに、介護保険においても、原則として平
成23年6月30日までは、被災により被保険者
証を消失等した場合であっても、氏名、生年月
日等を申し出ることで被保険者証なしでの介護
サービスを受けることができるようにした。ま
た、被災された方を経済的に支援する観点か
ら、介護サービスの利用者負担や保険料、介護
保険施設等の食費・居住費の減免を実施し、こ
れらの減免分については、国による財政支援措
置を行った（介護保険施設等の食費・居住費等
の減免は平成24年2月まで実施）。

年金に関しては、被災により、通帳、印鑑、
キャッシュカード等を紛失した年金受給者で
あっても、運転免許証等本人確認のできるもの
を金融機関窓口へ持参すれば、年金支払いの指
定口座から預金の払戻しができることを周知す
るとともに、被災地の事業主への厚生年金保険
料等の納付期限の延長を行った。高齢者を始
め、震災により多くの被災者が震災に便乗した
詐欺等の法的トラブルを抱え、経済的・精神的
に不安定な状況に陥ることが予想されたとこ
ろ、日本司法支援センター（法テラス）では、
そのような被災者を支援するため、弁護士会や
司法書士会との共催による電話相談（平成23
年10月までに全て終了）や新たに開設した「震
災　法テラスダイヤル」（いずれもフリーダイ
ヤル）などにおいて、生活再建に役立つ法制度
などの情報提供を行った。また、高齢者を始
め、弁護士のいる都市部への移動が困難な被災
者に対する法的支援の拠点として、被災地の沿
岸部に出張所を設置して弁護士や各種専門家に
よる無料相談を行ったほか、車内で相談対応可
能な自動車を利用した仮設住宅での巡回相談な
どを実施した。

（4）快適で活力に満ちた生活環境の形成
ア　快適な都市環境の形成
誰もが身近に自然とふれあえる快適な環境の
形成を図るため、歩いていける範囲の身近な公
園をはじめとした都市公園等の計画的な整備を
行っている。
また、良好な水辺空間の整備を行うことによ
り、河川等は、高齢者にとって憩いと交流の場
を提供する役割を果たしている。

イ　活力ある農山漁村の形成
「食料・農業・農村基本計画」（平成22年3月
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